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北法66（6・207）1951

　
　

北
海
道
大
学
法
学
会
記
事

○
二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
六
日　

午
後
三
時
か
ら

「
正
義
に
よ
る
社
会
的
癒
し
─
─
歴
史
的
不
正
義
に
よ
る
傷
の
癒
し
に

つ
い
て
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
協
同
的
責
任
」（Social Responsibility 

T
hrough Justice: T

he U
.S. C

ollaborative R
esponsibility for 

H
ealing the W

ounds of H
istoric Injustice

）

報
告
者　

エ
リ
ッ
ク
・
ヤ
マ
モ
ト
氏

（
ハ
ワ
イ
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
・
Ｆ
・
コ
レ
マ
ツ
特
別
教
授
）

参
考
文
献　

Interracial Justice: C
onflict &

 R
econciliation in 

Post-Civil Rights A
m

erica (N
Y

U
 Press, 1999); Race, Rights and 

Reparation: Law
 and the Japanese A

m
erican Internm

ent (2
nd. 

ed.) (W
olters K

luw
er, 2013)

出
席
者　

五
〇
名　
　
　
　
　
　
　

一
．
北
大
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
化
の
動
き
の
一
環
で
、
い
わ
ゆ
る
「
ト
ッ

プ
コ
ラ
ボ
事
業
」（
海
外
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
招
聘
事
業
）
が
全
学
的

に
進
行
し
て
い
て
、
法
学
部
・
法
学
研
究
科
で
は
、
特
に
補
償
問
題
に
焦

点
を
当
て
て
、
事
業
を
進
め
て
い
る
が
、
今
回
の
企
画
は
そ
の
第
四
弾
で

あ
る
。
今
回
お
迎
え
し
た
ヤ
マ
モ
ト
教
授
は
、
そ
の
代
表
格
の
論
客
で
あ

り
、
と
く
に
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
収
容
問
題
及
び
ハ
ワ
イ
原
住
民
の
補

償
問
題
の
第
一
人
者
で
あ
る
。
そ
し
て
近
時
は
、
東
ア
ジ
ア
の
補
償
問

題
、
例
え
ば
、
ア
イ
ヌ
民
族
問
題
、
慰
安
婦
問
題
、
済
州
島
の
悲
劇
に
つ

い
て
分
析
す
る
論
文
を
書
か
れ
て
い
る
（Eric Y

am
am

oto &
 A

shley 

O
brey, R

efram
ing R

edress: A
 “Social H

ealing T
hrough 

Justice” A
pproach to U

nited States-N
ative H

aw
aiian and Japan-

A
inu R

econciliation Initiatives, 16 A
sia

n A
m. L.J. 5 (2009); 

do. &
 Sara Lee, K

orean “C
om

fort W
om

en” R
edress 2012 

T
hrough the Lens of U

.S. Civil and H
um

an R
ights R

eparatory 

Justice E
xperiences, 11 J. K

o
rea

n L. 123 (2012); do. &
 M

iyoko 

Pettit and Sara Lee, U
nfinished Business: A

 Joint South K
orea 

and U
nited States Jeju 4.3 T

ragedy T
ask Force to Further 

Im
plem

ent R
ecom

m
endations and Foster C

om
prehensive and 

E
nduring Social H

ealing T
hrough Justice, 15 A

sia
n-P

a
cific L. 

&
 P

o
l’y J. 2 (2014)

）
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

雑
　
　
　
報
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二
．
ヤ
マ
モ
ト
教
授
の
レ
ク
チ
ャ
ー
で
は
、
関
係
和
解
な
い
し
「
正
義
に

よ
る
社
会
的
癒
し
」
の
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
教
授
の
長
年
の
持
論
で
あ

る
「
四
つ
の
Ｒ
」、
つ
ま
り
、
第
一
に
、「
承
認
」（Recognition

）（
歴

史
的
不
正
義
の
事
実
の
承
認
）、
第
二
に
、「
責
任
」（Responsibility

）

（
不
正
義
に
事
実
に
関
わ
る
責
任
の
認
識
）、
第
三
に
、「
再
構
築
」

（Reconstruction

）（
加
害
・
被
害
者
の
相
互
の
関
係
の
再
構
築
）、
そ

し
て
第
四
に
、「
補
償
」（Reparation

）（
誠
実
な
謝
罪
、
補
償
、
記
念
碑
・

記
念
館
の
建
設
な
ど
）
の
順
序
で
な
さ
れ
て
い
く
と
い
う
理
論
枠
組
み
が

ま
ず
示
さ
れ
て
、
こ
の
枠
組
み
で
、
三
つ
の
重
要
問
題
で
あ
る
（
ａ
）「
日

系
ア
メ
リ
カ
人
の
収
容
問
題
」、（
ｂ
）「
ハ
ワ
イ
原
住
民
問
題
」、（
ｃ
）「
済

州
島
の
悲
劇
」
に
分
析
し
、
そ
の
各
々
の
社
会
的
癒
し
状
況
に
つ
い
て
、

（
ａ
）
は
「
明
る
く
」、（
ｂ
）
は
「
灰
色
」
で
、（
ｃ
）
は
「
暗
い
」
と
評

価
さ
れ
た
。

　

そ
の
事
情
説
明
と
し
て
、
第
一
の
場
合
で
あ
る
「
日
系
ア
メ
リ
カ
人
収

容
問
題
」
は
、
一
九
四
二
年
二
月
の
「
行
政
命
令
九
〇
六
六
号
」
に
よ

り
、
一
二
万
人
も
の
日
系
ア
メ
リ
カ
人
が
収
容
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
が
、

Ｆ
・
コ
レ
マ
ツ
氏
な
ど
は
、
収
容
を
拒
否
し
て
有
罪
と
な
り
、
こ
れ
は
憲

法
上
の
平
等
保
護
、
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
条
項
に
反
し
て
意
見
だ
と
争
っ
た

が
、
一
九
四
四
年
の
連
邦
最
高
裁
判
決
（K

orem
atsu v. U

.S., 323 U
.S. 

214 (1944)

）
は
合
憲
だ
と
し
て
い
た
。
軍
事
上
の
必
要
性
か
ら
大
量
収

容
は
正
当
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
際
に
は
、
デ
ウ
ィ
ッ

ト
軍
事
長
官
は
、
人
種
差
別
的
な

信
条
を
持
っ
て
い
て
、
日
系
ア
メ

リ
カ
人
は
、
敵
性
民
族
（enem

y 

race

）
と
し
て
内
在
的
に
不
忠
誠

と
の
人
種
的
な
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

化
を
し
、
実
は
不
忠
誠
行
為
等
し

て
お
ら
ず
、
軍
事
的
必
要
性
は
な

か
っ
た
旨
の
証
拠
を
隠
滅
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
戦
後
時
代

が
下
り
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の

真
実
・
和
解
委
員
会
が
発
足
し
、

そ
の
調
査
に
よ
り
、「
軍
事
的
必

要
性
」
が
な
い
こ
と
を
政
府
上
層

部
は
知
り
つ
つ
も
、
ア
メ
リ
カ
社

会
の
白
人
の
恐
怖
を
鎮
め
る
た
め

に
、「
軍
事
的
必
要
性
」
に
関
す

る
故
意
の
偽
り
が
な
さ
れ
た
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
前

北大での講演
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提
と
し
て
、
一
九
八
三
年
に
コ
レ
マ
ツ
氏
の
第
二
次
訴
訟
（
自
己
誤
審
令

状
（w

rit of coram
 nobis

）
に
よ
る
訴
訟
）
が
提
起
さ
れ
、
こ
こ
に
若

き
ヤ
マ
モ
ト
教
授
（
当
時
弁
護
士
）
も
加
わ
り
、
翌
八
四
年
に
は
、
勝
訴

し
、
同
氏
の
有
罪
の
無
効
化
が
な
さ
れ
、
日
系
米
人
全
員
に
つ
い
て
正
当

化
が
図
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
機
縁
に
一
九
八
八
年
の
民
事
責
任
法
が

導
か
れ
、当
時
の
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は
こ
れ
に
署
名
し
、こ
れ
に
よ
っ
て
、

過
去
の
不
正
義
は
明
記
さ
れ
て
承
認
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
る
傷
の
癒
し
が
な

さ
れ
た
。
当
時
冷
戦
終
焉
の
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
民
主
主
義
の

正
統
性
を
確
保
す
る
必
要
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
補
償
・
関
係
和
解
行
為

に
よ
り
、
国
際
的
支
持
も
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
は
、「
ハ
ワ
イ
原
住
民
問
題
」
だ
が
、
一
八
九
三
年
に
ハ
ワ
イ
王

国
は
、
ア
メ
リ
カ
本
土
か
ら
の
侵
略
を
受
け
て
転
覆
さ
れ
（
そ
の
理
由
と

し
て
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
化
、
無
関
税
の
砂
糖
市
場
追
求
及
び
軍
事
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
あ
る
）、
一
八
九
八
年
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
大
統
領
時
に
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
に
併
合
さ
れ
た
が
、そ
の
際
に
は
、政
治
家
や
メ
デ
ィ
ア
は
、

ハ
ワ
イ
人
を
未
開
・
野
蛮
だ
と
性
格
づ
け
て
、
ハ
ワ
イ
原
住
民
か
ら
の
土

地
の
奪
取
、
ハ
ワ
イ
文
化
の
抑
圧
、
家
族
の
強
制
移
住
な
ど
の
不
正
義
を

行
っ
た
。
し
か
し
そ
の
一
世
紀
後
の
一
九
九
三
年
に
連
邦
議
会
は
謝
罪
決

議
を
行
い
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
は
関
係
和
解
に
向
け
て
乗
り
出
し
、

二
〇
〇
〇
年
の
報
告
書
で
は
、
民
族
自
決
権
、
道
義
的
責
任
（
補
償
）、

土
地
返
還
・
回
復
が
謳
わ
れ
、
具
体
的
に
は
、
カ
ホ
ー
ラ
ウ
ェ
島
（
マ
ウ

イ
島
の
南
西
部
の
島
）
の
信
託
的
返
還
、
ハ
ワ
イ
原
住
民
の
医
療
・
教
育
・

住
宅
プ
ロ
グ
ラ
ム
支
援
、
自
己
統
治
立
法
が
説
か
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
た

ア
カ
カ
法
案
が
出
さ
れ
た
が
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
な
り
、
人
種
基
底
的

な
白
人
差
別
だ
と
し
て
、関
係
和
解
の
動
き
は
後
退
・
中
断
し
て
い
る
（
オ

バ
マ
大
統
領
は
、
こ
れ
に
対
し
て
法
案
に
当
初
好
意
的
だ
っ
た
が
、
事
態

は
好
転
せ
ず
、
二
〇
〇
〇
年
の
判
決
で
は
、
逆
向
き
の
原
住
民
に
と
っ
て

後
ろ
向
き
の
判
断
を
す
る
）。
そ
の
意
味
で
状
況
は
「
灰
色
」
と
い
う
わ

け
で
あ
る
。

　

第
三
は
、「
済
州
島
の
悲
劇
」
だ
が
、こ
こ
で
は
、「
赤
の
島
」
と
の
誤
っ

た
前
提
の
下
に
公
式
数
字
で
三
万
人
も
の
島
民
が
殺
さ
れ
（
そ
れ
は
全
体

の
五
分
の
一
）、半
分
以
上
も
の
村
が
破
壊
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

数
十
年
を
経
た
二
〇
〇
〇
年
に
特
別
法
が
制
定
さ
れ
て
、
真
実
・
和
解
委

員
会
が
発
足
し
、
二
〇
〇
三
年
に
は
報
告
書
が
作
成
さ
れ
、
社
会
的
癒
し

は
始
ま
っ
て
い
る
が
、ま
だ
不
完
全
で
あ
る
。
課
題
は
、犠
牲
者
の
得
的
、

済
州
島
民
と
軍
隊
と
の
関
係
の
再
構
築
の
欠
如
、
経
済
的
賠
償
の
欠
如
、

恨
の
継
続
、
ア
メ
リ
カ
の
責
任
に
関
す
る
議
論
の
欠
如
で
あ
り
、
ア
メ
リ

カ
の
責
任
の
将
来
的
展
開
は
こ
れ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
ま
だ
ま
だ
「
暗

い
」
状
況
な
の
だ
と
さ
れ
た
。
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三
．
教
授
の
補
償
論（
正
義
に
よ
る
社
会
的
癒
し
）の
根
拠
付
け
と
し
て
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
安
全
、
責
任
あ
る
経
済
発
展
と
い
う
国
際
秩
序
形
成
に
お

い
て
重
要
な
民
主
主
義
の
道
徳
的
権
威
の
基
礎
と
し
て
、
各
国
の
人
権
と

の
関
わ
り
が
問
わ
れ
、「
補
償
上
の
正
義
」（reparative justice

）
が
不

可
欠
の
も
の
と
な
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
吉
田
は
、
副
報
告
と
し
て
、『
日

本
の
補
償
法
学
者
が
済
州
島
の
関
係
和
解
を
見
る
─
─
ヤ
マ
モ
ト
教
授
の

講
義
を
受
け
て
』
と
題
す
る
発
表
を
行
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
ヤ
マ
モ
ト

教
授
の
報
告
を
補
強
す
る
説
明
を
行
う
ほ
か
、
質
問
な
い
し
課
題
と
し
て

挙
げ
た
の
は
、
補
償
な
い
し
関
係
和
解
の
進
捗
度
の
相
違
は
様
々
な
原
因

か
ら
説
明
で
き
る
（
例
え
ば
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
補
償
の
進
展
は
、
ユ
ダ

ヤ
民
族
の
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
け
る
影
響
力
の
大
き
さ
か
ら
で
あ
る
）が
、

う
ま
く
行
か
な
い
場
合
（
例
え
ば
、
わ
が
国
に
お
け
る
慰
安
婦
問
題
）
に

ど
の
よ
う
に
課
題
に
対
処
し
た
ら
よ
い
か
、
そ
の
将
来
的
な
指
針
・
見
取

り
図
に
関
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ヤ
マ
モ
ト
教
授
の
刺
激
的
な
講
演
を
受
け
て
、
北
大
の
側
か
ら
の
議
論

も
活
発
に
な
さ
れ
て
、
例
え
ば
、
会
沢
教
授
や
尾
崎
教
授
の
質
問
も
吉
田

の
質
問
と
触
れ
合
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
、
ヤ
マ
モ
ト
教
授
の

回
答
は
、
こ
の
人
権
問
題
に
関
す
る
教
育
の
充
実
と
、
関
係
和
解
進
展
の

た
め
の
政
治
的
組
織
化
な
い
し
動
員
力
も
重
要
と
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
ま

ず
は
幅
広
い
学
際
的
研
究
に
よ
り
、
理
論
的
レ
ベ
ル
で
の
補
償
（
社
会
的

癒
し
）
の
道
義
的
原
理
を
確
立
さ
せ
、
続
い
て
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
手
堅

く
政
治
的
行
為
に
つ
な
げ
て
い
く
か
が
勝
負
だ
と
さ
れ
た
。
そ
の
他
先
住

民
族
問
題
に
詳
し
い
丸
山
博
名
誉
教
授
（
室
蘭
工
業
大
学
）
は
、
ア
イ
ヌ

民
族
と
ハ
ワ
イ
原
住
民
族
と
を
比
較
し
て
、
ど
う
し
て
関
係
和
解
の
状
況

が
異
な
る
の
か
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。
さ
ら
に
こ
の
研
究
会
に
は
、
済

州
国
立
大
学
か
ら
の
学
生
参
加
が
あ
り
、
彼
ら
（
彼
女
ら
）
か
ら
は
、
済

州
島
の
悲
劇
に
つ
い
て
の
補
償
の
進
捗
状
況
は
、
決
し
て
望
ま
し
い
も
の

で
は
な
く
、
そ
の
歴
史
的
不
正
義
の
事
実
の
理
解
度
は
、
未
だ
広
が
っ
て

い
な
い
と
の
事
情
説
明
も
な
さ
れ
た
（
オ
・
ユ
ジ
ン
さ
ん
の
発
言
）。
講

師
の
ヤ
マ
モ
ト
教
授
は
、
こ
う
し
た
活
発
な
議
論
に
大
変
感
銘
を
受
け
ら

れ
た
よ
う
で
あ
る
。

四
．
さ
ら
に
同
教
授
と
は
、
翌
一
〇
月
一
七
日
の
六
時
半
か
ら
二
時
間
に

わ
た
り
、『
ア
イ
ヌ
民
族
と
の
懇
談
会
─
─
ア
イ
ヌ
民
族
の
権
利
回
復
に

向
け
て
』
な
る
会
合
が
持
た
れ
た
（
於
、
札
幌
市
民
ホ
ー
ル
）（
参
加
者

四
〇
名
）。
こ
れ
は
ヤ
マ
モ
ト
教
授
が
二
〇
〇
八
年
来
札
の
折
に
ア
イ
ヌ

民
族
補
償
に
関
す
る
講
演
を
行
っ
た
が
、
そ
の
後
の
ア
イ
ヌ
民
族
政
策
の

展
開
な
い
し
そ
れ
に
対
す
る
ア
イ
ヌ
民
族
当
事
者
の
生
の
声
を
聞
き
取
り

た
い
と
の
要
望
に
基
づ
く
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
第
一
部
と
し
て
、「
ア
メ
リ
カ
補
償
法
学
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
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と
し
て
、
吉
田
か
ら
ヤ
マ
モ
ト
教
授
の
補
償
法
学
の
紹
介
、
そ
し
て
そ
こ

で
示
さ
れ
た
４
Ｒ
な
い
し
関
係
和
解
の
プ
ロ
セ
ス
の
枠
組
み
に
即
し
て
み

る
と
、
ア
イ
ヌ
民
族
問
題
の
課
題
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
か
と
い
う

分
析
を
行
っ
た
。
次
に
第
二
部
と
し
て
、「
ア
イ
ヌ
民
族
政
策
に
関
す
る

意
見
交
流
会
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
側
か
ら
の
政
策
要

望
、
現
状
に
対
す
る
不
満
、
そ
の
克
服
に
向
け
て
の
計
画
を
巡
る
議
論
と

な
っ
た
。
発
言
者
の
順
で
記
す
と
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、（
一
）
小
川
早
苗
さ
ん
は
、
文
化
振
興
法
が
で
き
た
け
れ

ど
も
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
貧
困
問
題
は
悪
化
し
て
お
り
、
就
職
の
機
会
も
改

善
し
な
い
。
そ
う
い
う
ア
イ
ヌ
民
族
の
不
利
益
に
つ
い
て
は
、
な
か
な
か

発
言
で
き
な
い
。ア
イ
ヌ
民
族
の
団
結
力
が
低
下
し
て
い
る
と
さ
れ
、（
二
）

ま
た
多
原
良
子
さ
ん
は
、
ハ
ワ
イ
原
住
民
族
の
医
療
・
教
育
支
援
が
ど
の

よ
う
に
具
体
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
か
を
知
り
た
い
と
さ
れ
、
他
方
で
ア

イ
ヌ
民
族
の
文
化
振
興
の
場
面
で
も
、
国
に
よ
る
足
か
せ
が
あ
り
、
元
来

の
ア
イ
ヌ
民
族
の
文
化
で
は
な
い
と
指
摘
さ
れ
た
。
以
上
に
対
し
て
は
、

ヤ
マ
モ
ト
教
授
は
、
ハ
ワ
イ
原
住
民
族
に
つ
い
て
、
一
九
九
三
年
か
ら
進

め
ら
れ
て
い
る
関
係
和
解
は
、単
に
文
化
保
存
を
超
え
て
、自
己
統
治
（
民

族
自
決
の
人
権
）
の
原
理
に
よ
り
、
土
地
・
資
源
・
経
済
に
つ
い
て
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
求
め
ら
れ
て
、
ひ
い
て
は
、
ハ
ワ
イ
原
住
民
族
に
と
っ
て

の
経
済
的
正
義
が
追
求
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
、
原
住
民
の
女
性
も
民
族
の

自
己
決
定
権
を
求
め
る
重
要
な
主

体
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、（
三
）
小
川
隆
吉
エ

カ
シ
（
滝
澤
正
さ
ん
代
読
）
か
ら

は
、
日
本
の
先
住
民
族
政
策
（
ア

イ
ヌ
民
族
政
策
）
は
、
文
化
中
心

で
行
く
べ
き
で
あ
り
、
他
国
を
モ

デ
ル
と
す
べ
き
で
は
な
い
と
、
有

識
者
報
告
書
を
書
い
た
常
本
教
授

（
北
大
先
住
民
セ
ン
タ
ー
所
長
）

は
言
う
け
れ
ど
も
、
賛
成
で
き
な

い
。
こ
れ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
た

ら
よ
い
の
か
。
北
大
の
教
員
に
よ

る
盗
掘
は
、北
海
道
の
み
な
ら
ず
、

樺
太
や
千
島
に
及
ん
で
お
り
、
ア

イ
ヌ
民
族
の
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な

い
。
こ
の
返
還
問
題
は
国
際
的
課

題
と
考
え
る
が
ど
う
思
わ
れ
る
か

と
い
う
質
問
が
出
さ
れ
た
。
ま
た

（
四
）清
水
裕
二
エ
カ
シ
か
ら
は
、

アイヌ民族との交流会



雑　　　報

北法66（6・212）1956

北
海
道
ア
イ
ヌ
協
会
の
意
思
決
定
は
、
本
当
に
ア
イ
ヌ
民
族
の
気
持
ち
を

汲
ん
で
い
る
の
か
疑
問
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
マ
オ
リ
民
族
に
見
ら
れ
る
よ

う
な
主
権
に
基
づ
く
抵
抗
が
な
い
。
常
本
教
授
の
言
う
、
日
本
型
先
住
民

政
策
や
遺
骨
返
還
訴
訟
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
コ
タ
ン
が
な
い
か
ら
返
還
に
応

じ
な
い
と
の
主
張
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
ど
う
考
え
た

ら
よ
い
の
か
と
言
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ヤ
マ
モ
ト
教
授

は
、
ハ
ワ
イ
原
住
民
族
と
ア
イ
ヌ
民
族
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

共
通
に
語
れ
る
と
こ
ろ
も
多
く
（
例
え
ば
、
土
地
、
水
な
ど
の
資
源
、
教

育
、
医
療
、
埋
葬
遺
骨
返
還
な
ど
に
関
す
る
民
族
の
自
己
決
定
の
人
権
が

そ
れ
で
あ
る
）、こ
の
点
で
は
小
川
エ
カ
シ
の
指
摘
の
と
お
り
だ
と
さ
れ
、

ま
た
、
民
族
の
自
己
統
治
の
組
織
体
を
裾
野
広
く
分
極
的
に
原
住
民
か
ら

選
挙
で
選
ぶ
と
い
う
の
が
、
ハ
ワ
イ
原
住
民
族
で
の
扱
い
で
あ
り
、
こ
れ

を
モ
デ
ル
に
し
て
、ア
イ
ヌ
民
族
の
組
織
強
化
が
図
れ
な
い
か
と
さ
れ
た
。

　

そ
の
上
で
、
原
住
民
族
の
正
義
の
た
め
の
戦
い
は
、
長
期
的
な
思
慮
を

要
す
る
も
の
で
あ
り
、
補
償
の
原
理
な
い
し
組
織
原
理
を
固
め
る
こ
と
が

重
要
で
、
他
方
で
、
他
の
組
織
体
（
例
え
ば
、
ハ
ワ
イ
原
住
民
族
の
場
合

に
は
、日
系
米
人
、ア
メ
リ
カ
原
住
民（
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
）、人
権
団
体
な
ど
）

か
ら
の
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
。
自
分
も
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
将
来
的
課
題

解
決
の
た
め
に
、
国
際
的
協
力
の
た
め
に
こ
う
し
て
北
海
道
に
来
て
い
る

の
で
あ
り
、
今
後
と
も
国
際
的
連
携
の
た
め
に
尽
力
し
た
い
と
の
感
銘
を

与
え
る
言
葉
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。
ヤ
マ
モ
ト
教
授
に
よ
れ
ば
、
こ
の
会

合
は
、「
先
住
民
族
の
生
の
言
葉
に
よ
る
訴
え
に
は
、
緊
迫
感
が
あ
り
、

大
変
密
度
が
濃
い
も
の
だ
っ
た
」
と
評
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た

す
べ
て
の
者
に
国
際
的
支
援
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
感
動
を
与
え
る
、
近
年
に

な
い
印
象
深
い
集
会
だ
っ
た
よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ
た
。
体
調
が
優
れ
な

い
中
、
ト
ッ
プ
コ
ラ
ボ
企
画
の
代
表
者
と
し
て
北
大
に
来
て
下
さ
っ
た
ヤ

マ
モ
ト
教
授
の
御
好
意
に
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
北
大
で

の
講
演
会
は
す
べ
て
討
論
も
含
め
て
英
語
で
進
行
し
た
が
、
ア
イ
ヌ
民
族

と
の
会
合
で
は
、
英
訳
は
北
大
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
学

院
の
Ｊ
・
ゲ
ー
マ
ン
教
授
の
尽
力
に
よ
っ
た
。
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。

（
文
責　

吉
田
邦
彦
）
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北
海
道
大
学
法
学
会
記
事

○
二
〇
一
五
年
一
一
月
二
四
日
（
火
）　

午
前
一
〇
時
よ
り

報
告
テ
ー
マ
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
及
び
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
難
民
・
庇
護
の

法
政
策
の
近
時
の
展
開
─
─
補
償
、
市
民
権
（
公
民
権
）
及
び
正
義
の

領
域
と
の
関
係
で
」（“Recent D

evelopm
ents in European and 

A
m

erican Refugee and A
sylum

 Law
 and Policy: Related to 

Reparations, Citizenship, and Spheres of Justice”
）

報
告
者　

Ｄ
・
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
教
授

（
マ
イ
ア
ミ
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
）（
現
在
ベ
ル
リ
ン
・
社
会
科
学
研
究

セ
ン
タ
ー
）（W

issenschafts Zentrum
 Berlin (W

ZB) (in English, 

Berlin Social Science Research Center

））

＊
参
考
文
献
：D

avid A
braham

, L
aw

 and M
igration: M

any 

C
onstants, Few

 C
hanges, in: M

ig
r

a
t

io
n T

h
e

o
r

y: T
a

lk
in

g 

a
c

r
o

ss D
isc

iplin
e

s (3
rd ed.) (Routledge, 2015); do., Im

m
igrant 

Integration and Social Solidarity in a T
im

e of Crisis: E
urope 

and the U
nited States in a P

ostw
elfare State, 1 (2) C

r
it

ic
a

l 

H
ist

o
rica

l S
t

u
d

ies 216 (2014)

出
席
者　

一
〇
名　
　
　
　
　
　
　

一
．
ト
ッ
プ
コ
ラ
ボ
研
究
会
の
第
五
弾
で
、
報
告
者
は
、
ア
メ
リ
カ
移
民

法
の
代
表
的
論
客
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
教
授
（
移
民
法
は
、
ア
メ
リ
カ
法
学
で

は
近
時
も
っ
と
も
注
目
度
が
高
い
分
野
で
あ
る
が
、
多
く
の
研
究
者
は
実

務
志
向
の
細
か
な
論
点
を
扱
う
の
に
対
し
て
、
同
教
授
は
、
そ
れ
を
踏
ま

え
て
、理
論
化
す
る
数
少
な
い
貴
重
な
論
者
で
あ
る
）
で
あ
り
、し
か
も
、

元
々
ド
イ
ツ
史
（
と
く
に
、
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
そ
れ
）
に
つ
い
て
、

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
で
講
じ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
法
学
者

の
中
で
も
、
歴
史
学
、
政
治
理
論
、
社
会
理
論
、
哲
学
な
ど
と
の
学
際
的

分
析
が
で
き
る
傑
出
し
た
論
客
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
同
研
究
会
の
演
者
と
し
て
は
、
補
償
法
学
の
専
門
家
を
招

聘
し
て
き
た
が
、何
故
移
民
な
い
し
民
族
移
動
問
題
や
市
民
権（
公
民
権
）

の
専
門
家
で
あ
る
今
回
の
論
客
と
補
償
法
が
繋
が
る
の
か
を
説
明
す
る
と

こ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
補
償
の
目
的
は
、
関
係
和
解
に
あ
り
、
民
族

抗
争
と
な
っ
た
事
後
的
処
理
と
し
て
、
負
の
連
鎖
（
復
讐
行
為
の
応
酬
）

を
避
け
て
、
そ
れ
を
転
換
さ
せ
て
、
ど
の
よ
う
に
関
係
を
正
常
な
も
の
に

雑
　
　
　
報
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巻
き
戻
し
て
い
く
か
が
、そ
の
究
極
目
的
で
あ
り
、関
係
当
事
者
間
の
「
修

復
的
正
義
」（restorative justice

）
と
も
言
わ
れ
て
、
多
文
化
社
会
化

が
進
む
移
民
を
巡
る
民
族
対
立
・
抗
争
な
い
し
移
民
包
摂
（
包
有
）
に
関

わ
る
移
民
法
学
・
市
民
権
（
公
民
権
）
法
学
及
び
そ
こ
に
お
け
る
鍵
の
概

念
と
な
る
「
統
合
」（integration

）
プ
ロ
セ
ス
と
も
連
続
的
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
補
償
」（reparations

）
で
な
さ
れ
る
こ
と
は
、
―
―
第
三

弾
に
お
け
る
演
者
の
ト
ー
ピ
ー
教
授
（
二
〇
一
五
年
六
～
七
月
）
の
類

型
学
が
示
す
よ
う
に
―
―
「
象
徴
的
補
償
」（
日
系
米
人
の
収
容
問
題
や

慰
安
婦
問
題
の
そ
れ
な
ど
）
と
「
経
済
的
補
償
」（
黒
人
（
ア
フ
リ
カ
系

ア
メ
リ
カ
人
）
や
ア
イ
ヌ
民
族
補
償
、
ポ
ス
ト
・
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
の

補
償
な
ど
）
と
の
分
類
に
お
け
る
後
者
で
は
、
所
得
再
分
配
（incom

e 

redistribution; redistributive system

）
の
制
度
的
・
構
造
的
問
題

を
扱
う
が
、移
民
問
題
に
お
い
て
も
、関
係
各
国
の
「
福
祉
国
家
（w

elfare 

state

）
制
度
」（
そ
れ
は
所
得
再
配
分
の
制
度
で
あ
る
）
の
あ
り
方
の
帰

趨
の
検
討
と
密
接
不
可
分
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
、
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
分
析

の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
こ
う
考
え
る
と
、
補
償
と
移
民
問
題
、
ま
た
公
民

権
（citizenship

）
問
題
と
は
、
相
互
交
錯
す
る
密
接
課
題
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

二
．
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
報
告
で
は
、
移
民
問
題
に
お
い
て
は
、
①
一
見
移
民

法
研
究
者
の
大
方
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
は
、
移
民
者
を
巡
る
国
際
人
権
法

（
国
際
人
道
法
）
上
の
配
慮
か
ら
、《
で
き
る
だ
け
寛
大
に
移
民
者
を
受
け

入
れ
る
方
向
性
》
と
②
関
係
諸
国
の
福
祉
国
家
的
配
慮
、
す
な
わ
ち
、
所

得
再
配
分
の
配
慮
か
ら
、《
市
民
権
（
公
民
権
）
の
構
成
員
を
あ
る
程
度

限
界
を
設
け
ざ
る
を
得
な
い
―
―
だ
か
ら
移
民
を
あ
る
程
度
制
約
し
て
排

他
的
政
策
も
不
可
避
だ
と
い
う
方
向
性
》
と
が
矛
盾
・
相
克
し
て
い
る
と

い
う
理
論
的
示
唆
（
い
わ
ば
、「
移
民
法
に
お
け
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」）
を
、

移
民
法
上
の
根
幹
の
課
題
と
し
て
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、ア
メ
リ
カ
で
は
、

前
者
が
強
調
さ
れ
て
、他
方
で
後
者
の
側
面
が
弱
く
（「
入
り
口
が
広
く
、

奥
行
き
が
あ
ま
り
な
い
」）、
ア
メ
リ
カ
を
福
祉
国
家
と
位
置
づ
け
な
い
論

客
も
少
な
く
な
い
。
他
方
で
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、と
く
に
ド
イ
ツ
な
ど
で
は
、

後
者
の
側
面
が
強
く
、
市
民
権
（
公
民
権
）
の
排
他
主
義
的
性
格
が
浮
き

出
た
り
す
る
（「
奥
行
き
が
深
い
分
、
入
り
口
は
概
し
て
狭
い
」）。
そ
れ

ゆ
え
に
、
長
年
の
ト
ル
コ
か
ら
の
外
国
人
労
働
者
の
格
差
・
差
別
問
題
が

あ
り
、
近
時
の
シ
リ
ア
難
民
問
題
は
深
刻
な
ド
イ
ツ
福
祉
国
家
の
構
造
変

革
を
迫
る
も
の
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
国
境
問
題
は
閑
却
で
き
な
い

と
言
え
て
、そ
の
内
国
人
は
、憲
法
上
の
平
等
主
義
的
要
請
が
あ
っ
て
も
、

対
外
的
に
外
国
人
と
の
関
係
で
は
統
治
権
の
行
使
と
し
て
、
差
別
的
待
遇

は
否
定
で
き
な
い
と
い
う
デ
ィ
レ
ン
マ
が
残
る
。
一
見
人
道
法
上
保
守
的

な
帰
結
だ
が
、
そ
れ
は
進
歩
的
な
福
祉
国
家
的
配
慮
と
不
可
分
の
も
の
で
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あ
る
わ
け
で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
シ
リ
ア
難

民
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
大
規
模
な

移
民
・
難
民
・
庇
護
、
民
族
移
動

問
題
に
ど
う
対
処
す
べ
き
か
が
、

当
面
の
課
題
と
さ
れ
た
。
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
帰
結
と
し
て
の
移
民
の

受
容
ゆ
え
に
、
関
係
当
事
国
の
福

祉
国
家
性
は
薄
め
ら
れ
ざ
る
を
得

な
い
の
か
、
他
方
で
、
新
自
由
主

義
の
台
頭
や
再
分
配
予
算
の
制
約

と
い
う
課
題
に
ど
う
答
え
た
ら
よ

い
の
か
、に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。

　

他
方
で
、
民
主
主
義
理
論
と
の

関
係
を
問
題
と
さ
れ
た
。
第
一

に
、
従
来
の
伝
統
的
な
世
俗
的
・

普
遍
主
義
的
な
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は

し
ば
し
ば
国
家
単
位
で
の
統
合
を

目
指
し
た
（
例
え
ば
、
ロ
ー
ル
ズ

の
正
義
論
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の

「
憲
法
的
忠
誠
主
義
（V

erfassungspatriotism
us

）」（
憲
法
愛
国
主
義

と
訳
す
る
の
は
誤
訳
で
あ
ろ
う
）
な
ど
の
中
立
的
・
世
俗
的
〔
宗
教
と
の

分
離
〕
な
手
続
き
的
議
論
）。
し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
第
二
に
、「
多
文
化

主
義
」（m

ulticulturalism

）
な
い
し
「
承
認
・
差
異
の
政
治
」（politics 

of recognition; politics of difference

）
の
論
者
か
ら
の
批
判
が
な
さ

れ
た
（
例
え
ば
、Ch.

テ
イ
ラ
ー
、Ｗ
・
キ
ム
リ
ッ
カ
な
ど
）。
し
か
し
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
移
民
と
の
関
係
の
悪
化
に
端
的
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
多
文
化
集
団
の
分
裂
の
悩
ま
し
い
状
況
の
克
服
が
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
第
三
に
、
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
教
授
な
ど
が
説
く
の

は
「
統
合
主
義
」（integrationism

）
で
あ
り
、
そ
の
際
に
、
言
語
教
育

や
公
民
教
育
・
人
権
教
育
、
政
治
的
参
加
、
文
化
的
融
合
な
ど
が
問
題
と

さ
れ
る
。
も
っ
と
も
こ
う
し
た
理
論
展
開
で
、
う
ま
く
現
代
の
移
民
・
難

民
の
危
機
的
状
況
を
凌
げ
る
か
に
つ
い
て
は
、結
論
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
。

三
．
質
疑
で
は
、
第
三
段
階
の
「
統
合
」
の
問
題
は
、
第
一
段
階
の
「
リ

ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
の
伝
統
的
理
論
と
、
普
遍
主
義
の
面
で
接
近
す
る
こ
と
に

な
ら
な
い
か
と
い
う
質
問
を
吉
田
が
出
し
て
み
た
が
、
第
二
段
階
の
「
多

文
化
主
義
」
を
経
由
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
、
や
は
り
異
な
る
と
返
事
さ

れ
た
。
そ
の
他
、
第
一
段
階
の
手
続
主
義
的
理
論
の
意
味
に
つ
い
て
も
、

ゲ
イ
マ
ン
教
授
か
ら
確
認
的
質
問
が
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

北大法学研究科での講義風景（2015年11月24日北大法学研究科センター会議室）
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実
は
実
体
的
・
手
続
的
の
区
分
は
、
そ
れ
ほ
ど
截
然
と
し
て
い
な
い
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
教
授
と
吉
田
は
、
そ
の
後
、
韓
国
に
移
動

し
、
ソ
ウ
ル
大
で
の
北
大
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
シ
ン
ポ
の
一
環
で
催
さ
れ

た
、
一
一
月
二
六
日
午
前
に
は
、
同
大
学
社
会
学
部
の
韓ハ

ン

相サ
ン
チ
ン震

名
誉
教

授
が
主
催
す
る「
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
ど
う
考
え
る
か
」と
の
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー

ブ
ル
・
シ
ン
ポ
に
も
参
加
し
た
。
そ
こ
で
も
先
ほ
ど
の
理
論
的
展
開
が
論

じ
ら
れ
た
が
、
吉
田
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
は
、
―
―
特
に
わ
が
国

の
場
合
―
―
同
質
主
義
的
な
国
家
主
義
の
色
彩
も
強
く
、
本
当
の
意
味
で

の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
も
根
付
い
て
い
な
い
こ
と
に
も
鑑
み
る
と
、
や
は
り
上

記
第
一
段
階
の
定
着
自
体
も
課

題
で
は
な
い
か
と
議
論
し
た
。
韓

名
誉
教
授
自
身
も
、
補
償
な
い
し

関
係
和
解
の
問
題
（「
移
行
的
正

義
」（transitional justice

）
の

問
題
と
し
て
扱
わ
れ
る
）
に
つ
い

て
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
的
行
為
理
論
を
導

入
し
よ
う
と
さ
れ
て
お
り
（H

a
n 

S
a

n
g-Jin ed., D

iv
id

ed N
a

t
io

n
s 

a
n

d T
ra

n
sit

io
n

a
l Ju

st
ice: W

h
a

t G
erm

a
n

y, Japa


n, a
n

d S
o

u
t

h 

K
o

rea ca
n T

ea
ch t

h
e W

o
rld (Paradigm

 Press, 2012) 10-13

）、

こ
れ
は
第
一
レ
ヴ
ェ
ル
の
「
憲
法
的
忠
誠
主
義
」
の
一
環
と
し
て
捉
え
ら

れ
る
の
で
、
や
は
り
第
一
と
第
三
の
関
係
は
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

　

更
に
、
一
一
月
二
七
日
に
は
、
吉
田
の
「
補
償
と
移
民
の
プ
ロ
セ
ス
理

論
の
総
合
的
考
察
」
な
る
報
告
と
と
も
に
、
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
教
授
は
、

「
過
去
と
の
向
き
合
う
こ
と
の
日
独
の
対
応
に
つ
い
て
の
比
較
考
察
」

（Som
e Com

parison of Germ
an and Japan T

reatm
ents of W

ar 

and Persecution

）
と
題
す
る
報
告
を
さ
れ
た
。
こ
れ
は
一
見
補
償
問

題
に
つ
い
て
の
日
独
の
相

違
に
つ
い
て
扱
う
か
の
ご

と
く
で
、
確
か
に
日
本
の

移
民
・
難
民
政
策
の
特
殊

性
（
そ
の
比
較
法
的
乏
し

さ
）の
指
摘
も
あ
っ
た
が
、

日
独
の
単
純
対
照
と
い
う

話
で
も
な
い
と
す
る
。
す

な
わ
ち
、
移
民
事
情
の
歴

史
的
分
析
を
す
る
と
、
そ

北大でのセミナー風景

韓教授（手前左側）によるラウンド・

テーブル・シンポ（ソウル大社会学部

中民研究所）（2015年11月26日）
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の
排
外
的
政
策
は
、
世
界
的
に
五
〇
年
代
な
い
し
六
〇
年
代
で
は
強
く
、

そ
う
い
う
環
境
の
下
で
は
、
補
償
行
為
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
進
展
せ

ず
、
ド
イ
ツ
で
も
一
九
七
〇
年
の
ブ
ラ
ン
ト
首
相
の
象
徴
的
謝
罪
行
為
、

八
〇
年
代
半
ば
の
ワ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
大
統
領
の
戦
後
四
〇
周
年
演
説
が
あ

る
が
、個
人
補
償
が
本
格
的
に
進
ん
だ
の
は
そ
の
頃
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。

他
方
で
、
日
本
で
は
、
補
償
論
は
遅
れ
（
被
害
者
観
が
強
く
、
関
係
和
解

論
は
な
お
新
し
く
、
謝
罪
の
捉
え
方
も
欧
米
と
異
な
る
と
す
る
）、
移
民
・

難
民
問
題
の
動
向
次
第
で
は
、
補
償
問
題
の
動
向
に
影
響
す
る
と
い
う
示

唆
的
見
解
を
示
さ
れ
た
。
両
問
題
の
融
合
的
・
歴
史
的
考
察
は
、
類
を
見

な
い
克
明
な
分
析
で
、
同
教
授
の
報
告
論
文
の
活
字
化
に
注
目
し
た
い
。

四
．
以
上
の
よ
う
に
、
エ

イ
ブ
ラ
ハ
ム
教
授
の
東
ア

ジ
ア
訪
問
に
よ
る
連
続
講

演
は
、
大
変
実
り
多
き
も

の
で
、
こ
の
一
年
半
あ
ま

り
か
け
て
行
っ
て
き
た
世

界
的
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の

招
聘
の
《
し
ん
が
り
》
に

ふ
さ
わ
し
い
す
ば
ら
し
い

ソウル大学ロースクールでの北大との

ジョイント・シンポ風景（2015年11

月27日正午から）

報
告
だ
っ
た
。
し
か
し
―

―
ソ
ウ
ル
で
の
慰
安
婦
問

題
の
日
程
と
の
関
係
で
―

―
講
演
当
日
は
、
大
雪
と

い
う
悪
天
候
と
午
前
の
研

究
会
ゆ
え
に
、
参
加
者
が

少
な
か
っ
た
の
は
、
遺
憾

な
事
態
で
あ
り
、
遠
方
か

ら
来
て
下
さ
っ
た
同
教
授

に
申
し
訳
な
く
思
う
。
と

も
か
く
、
こ
れ
ま
で
の
関

係
各
位
な
い
し
同
僚
諸
氏

の
御
協
力
に
お
礼
申
し
上

げ
る
。

（
文
責　

吉
田
邦
彦
）

ソウル大学ロースクールで。パート

ナー役を務めてくださった尹
ユン
真
チン
秀
ス
教

授（左）と梁
ヤン
鉉
ヒョナ
娥教授（右）

ソウル大での学生の質問に対応するエ

イブラハム教授


